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研究成果の概要（和文）：本研究の成果として主に二つのものをあげることができる。１）ディドロの非人間的概念が
現代の哲学に対して持ちうる有効な射程を確認することができた。２）１８世紀を中心的背景とした歴史的な読解にお
いても、ディドロの思想がもつ独自の意味を提起することができた。１）については、リオタールの「非人間的概念」
の中核にあるディドロの唯物論の有効性を人間技術との関係において明らかにすることができた。２）についても、当
時主流であった奢侈についての議論に加えて、ディドロが自らの哲学の固有性として「貧なるもの」の可能性を担保し
ていたことが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：We can conclude the two chief achievements through this research project. One 
thing is that Diderot's materialism, above all his idea of continuity between materials and living 
things, can be applied to criticize modern catastrophic situation of human technology. We don't know how 
to manipulate high technological machine which may go beyond our control, as the nuclear power does. 
Diderot's thesis on arts (technology) reveals this monstrous possibility of human being, and it leads us 
to invent our moral control which is in itself contained in constitution of human being as material 
order. The second is that we can find a new key concept of Diderot's philosophy; the idea of poverty. 
Poverty serves, in his thought, as one of the limits against the material flows which constantly grows 
and develops, helped by the technological power of human agent.
Through the philosophical and historical analyses of Diderot's text, we can posit the importance of 
madness and poverty in Diderot.
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究の背景としては、以下の二点があげら
れる。 
 
（１）ディドロ研究の歴史的展開において、
今日、新しい観点からのディドロ読解が大き
く進み、哲学者・思想家としてのディドロ像
の立て直しが進んでいる点がある。とりわけ
1960 年代、のジャック・プルーストをはじめ
とする一連の研究者たちの仕事以降、18 世紀
フランス啓蒙思想に発する近代の思想の展
開におけるディドロの占める役割は一変し
た。ディドロは従来まで考えられてきたよう
な『百科全書』編纂者や戯曲の作家という狭
義の「フランス文学」の作者の立場にとどま
るものではなく、生物学や化学に着想を受け
て、独自の唯物論哲学を提唱した思想家であ
るという点が、18 世紀フランスを中心とした
地下文書やリベルタン文学、あるいはその他
の多くの著作家の著作といった資料的な充
実、それに基づくフランス近代の哲学史的潮
流や定説の見直し、さらには『百科全書』の
典拠研究といった、近年めざましく進展した
研究動向を通じて明らかになってきた。 
 
（２）哲学史・思想史的に見ても、ディドロ
受容の現代的側面において、未解決の思想史
的課題が存在している。すなわち、ミシェ
ル・フーコーやジャン-フランソワ・リオター
ルといったフランスの現代思想家の著作に
おいて、『ダランベールの夢』や『ラモーの
甥』で表明されているディドロの思考に対し
て高い重要性が認められてはいるものの、そ
の理由が、著者であるフーコーやリオタール
自身によっても、あるいはそれ以降の思想研
究によってもはっきりと説明されてこなか
った。これらのことは、近代、あるいは近代
批判としてのポストモダン哲学者たちにと
って、ディドロの思想が近代にも近代批判に
も単純に回収することができない立場であ
ることを意味している。言い換えれば、今日
までの近代批判の盲点を、ディドロの思想は
指摘しうるものではないだろうか。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、啓蒙思想家ディドロの主著
とみなされてきた『ラモーの甥』の読解を端
緒に、ディドロの思想を「非人間的なものへ
の志向」としてとらえ直すことである。『ラ
モーの甥』における「狂人」および「寄食者」
という特徴的な二つの形象に注目すること
から始め、この二者の連関を分析することを
通じて、ディドロ固有の「非人間的」な哲学
の存在を明らかにする。このディドロ固有の
思考が、歴史哲学や社会哲学へと姿を変えつ
つ、ディドロの後期著作に一貫して存在して
いることも証明したい。最終的にはこの「非
人間的」哲学を現代思想における脱人間主義

と比較することで、ディドロの思想に備わっ
ていた現代性を明らかにすることも試みた
く思う。 
 
３．研究の方法 
 
研究方法としては、以下の三点をあげること
ができる。 
 
（１）本研究の中心となる分析対象である
『ラモーの甥』の読解を深化させるために、
当時のディドロの関連資料や著作を精査す
る。とりわけ『ラモーの甥』が書かれた時期
だと推定される 1760 年代に焦点を当て、書
簡や百科全書の項目などを網羅的に精査す
る。 
 
（２）『ラモーの甥』を中心に、ディドロの
執筆当時の社会における、「狂人」および「寄
食者」という社会存在についての資料を入手
し、18 世紀における彼ら彼女らが置かれてい
た状況について、歴史的、とりわけ社会史的
な文脈から理解する。フランス、パリの国立
図書館にて、18 世紀当時の社会状況を明らか
にする文献資料（原典ないしは研究書）を入
手し、そこから分析を始める。 
 
（３）フランスの現代思想において提示され
たディドロの思想が果たした思想史的な役
割について、その意義を明確化する。具体的
には、フーコーの『狂気の歴史』やリオター
ルの『非人間的なもの』を中心的な対象とし
て読解し、その影響関係や受容の仕方、概念
的な重要性を検討する。 
 
４．研究成果 
 
主な研究成果として、以下の三点をあげるこ
とができる。 
 
（１）哲学・思想的な観点からの成果として
は、リオタールが「非人間的なもの」で著し
た思考とディドロの思考の内実との関連を
基点として考察することで、ディドロの思考
がもつ現代的な意義の一つの側面が明らか
になった。より具体的に言えば、ディドロが
『ダランベールの夢』で提示している関係性
に基づく唯物論哲学が、差異と主体化に基づ
いた今日の哲学的主流の批判として成立し
うることが明らかとなった。また、それが単
なる哲学的な学説に対する批判的見解にと
どまることなく、今日にまで続いている資本
主義的な体制、およびそれに伴って発展を続
けている人間技術に対して疑うことのでき
ない信頼をおく今日の社会に対する批判と
してきわめて有効な視点を提供しうるもの
であることが判明した。 
 
（２）「寄食者」と「狂人」という形象に焦
点を当てた研究については、歴史的な資料の



探索をおこない、文献資料の充実という点で
今後の研究につながる成果を収めることが
できた。とりわけ、フランスの国立図書館に
おいて、『ラモーの甥』の成立に関わる書簡
や関連作品、時代の証言などを網羅的に収集
することができた。また他方で、17 世紀から
18 世紀のアンシャンレジーム期のフランス
における、狂人に対する医学的知見と医療制
度さらにはそこから啓蒙期に成立した人類
愛（博愛概念）philanthropie の歴史的展開を
見る中で、寄食者の道徳的な悪ともみなされ
うる窮乏状態の中に哲学的な真理を見出す
ディドロの思考の独自性を考えることがで
きた。こうした資料をもとに、ディドロの思
考の中で寄食者の貧困がもつ意味を精査し、
ディドロ固有の貧困の美学の諸相を明らか
にすることができた。（この成果は 2015 年７
月にロッテルダム・エラスムス大学（オラン
ダ）にておこなわれる国際１８世紀学会で発
表される予定である。） 
 
（３）上記の二つの方向性で研究を進めた結
果、派生的に生じた成果として以下の二つの
ものがあげられる。 
①本研究では、18 世紀フランスにおけるリベ
ルタン文学を対象にして寄食者の道徳的悪
行について考えたが、その際、マルキ・ド・
サドについて、「怪物」という概念に関する
ディドロとは異なる問題設定を着想するこ
とができ、論考を上梓することができた。サ
ドの言説における内容としての道徳的悪と
形式としての真理の表明の乖離を指摘した
この論考においては、自らの悪に誠実である
サドの「誠実な」リベルタン像を提示するこ
とができた。これにより、不穏さと非道徳性
に満ちた革命前の風俗が、それでも「正義」
の名の下に王政を批判することができると
いう、歴史的エートスを考えることが可能と
なる。 
②当時の医学について、自然学との交点から
調査を続けた結果、16 世紀から 17 世紀にか
けてのフランスの王立植物園の成立をめぐ
る歴史学的論考を上梓することができた。ビ
ュフォン以前の自然史・博物学の領域に、す
でに反ソルボンヌ的な潮流としての医科学
的見解が提唱されていたことが明らかにな
った。この医科学的傾向がのちのディドロや
ドルバックへの唯物論と共通性が高いとい
う点は、注目すべき発見である。 
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